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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
本体の上面を覆い本体外殻を形成するトッププレート下方に設けた加熱コイルと、前記本
体外殻に設けられた外部排気口と、一端は前記本体内に繋がり他端は前記外部排気口に繋
がりかつフランジ面の外周部に翼列を配し排熱ファン吸気部から空気を吸引する遠心型の
排熱ファンを内蔵する第１通風路と、前記排熱ファンを駆動する駆動モーターと、を備え
、前記第１通風路は吸排気仕切り板によって一方の側が第１吸気通風路となり、反対側が
排気通風路となるように仕切られるとともに、前記第１吸気通風路と前記排気通風路を繋
ぐため前記吸排気仕切り板に設けた開口部に前記排熱ファン吸気部を対向させかつ前記フ
ランジ面にフランジ開口を設け、前記排気通風路の側で駆動モーターの軸方向に第２吸気
通風路を形成する筒状のモーター収納ダクトを設けることにより、一端は前記排熱ファン
吸気部に繋がり他端は第２吸気通風路吸気口が形成されかつ前記駆動モーターを内蔵する
第２吸気通風路を有し、前記駆動モーターが前記排熱ファンを駆動すると前記第２吸気通
風路吸気口から前記第２吸気通風路に導入され、前記フランジ開口及び前記排熱ファン吸
気部を介して前記第１通風路から排出される空気が前記駆動モーターを冷却する誘導加熱
調理器。
【請求項２】
排熱ファンは、駆動モーターの軸に嵌合するボスと、前記ボスに連結するフランジ面と、
前記フランジ面において前記ボスの近傍に排熱ファン吸気部と第２吸気通風路に繋がるフ
ランジ開口を設けて成る、請求項１に記載の誘導加熱調理器。
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【請求項３】
フランジ面は、翼列の形成された部分の内側において駆動モーター側に対して凹状となる
ように湾曲させた凹状部を有し、駆動モーターを前記凹状部に埋まり込むように構成した
請求項２に記載の誘導加熱調理器。
【請求項４】
フランジ面をボス近傍において第１吸気通風路側に突出させ、前記ボスが前記フランジ面
に対し駆動モーター側に突出するように形成されてなり、前記ボスの第２吸気通風路に臨
む長さが、前記フランジ面が前記ボス近傍において前記第１吸気通風路側に突出しない場
合よりも増えるように構成した、請求項２または３に記載の誘導加熱調理器。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、キッチンなどのキャビネットと組みに設置して使用する誘導加熱調理器に関
するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来この種の加熱調理器は、冷却専用ファンと排気専用ファンを設けることによって、
吸排気経路を強制的につくり、効率よく機器の冷却を行うものがある（例えば、特許文献
１参照）。
【０００３】
　図７は、特許文献１に記載された従来の誘導加熱調理器を示すものである。図７に示す
ように、天板１と外殻ケース２より一体化された本体３内に吸気専用ファン４と排気専用
ファン５を設けることによって、機器内部の圧力損失が大きくても吸排気経路を強制的に
作ることで、吸気口６より取り入れた空気を確実に排気口７より排気し、効率よく機器の
冷却を行うものである。
【特許文献１】特開平１１－３５４２６４号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、前記従来の構成では、排気空気は本体３内の加熱庫８、加熱コイル（図
示していない）などの発熱部や遮蔽板９など高温部を冷却した排熱により高温になり、排
気専用ファン４はそれ駆動する駆動モーターを排気経路の中に配置するので、その中に置
かれた駆動モーターは自己発熱も加わって、特に巻き線や軸受けが高温になり、それらを
許容温度以下に抑えることが困難になるという課題を有していた。
【０００５】
　本発明は前記従来の構成が有する課題に鑑み、排気専用ファン５を設けることに付随し
て生じるその駆動モーターの温度上昇を抑制するとともに、排気専用ファンの本体内部で
の設置を容易にすることを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　前記従来の課題を解決するために、本発明の誘導加熱調理器は、一端は本体内に繋がり
他端は外部排気口に繋がる第１通風路排気口が形成されかつ排熱ファンを内蔵する第１通
風路と、排熱ファンを駆動する駆動モーターと、を備え、一端は排熱ファン吸気部に繋が
り他端は第２吸気通風路吸気口が形成されかつ駆動モーターを内蔵する第２吸気通風路を
有し、駆動モーターが排熱ファンを駆動すると第２吸気通風路吸気口から第２吸気通風路
に導入された空気が駆動モーターを冷却する構成としたものである。
【０００７】
　これによって、本体内の高温の排熱は、第１通風路を経路として排熱ファンにより強制
的に外部排気口から排出されるので、本体内の空気を第１通風路吸気口から吸入し第２吸
気通風路排気口を介し外部排気口から排出して冷却を行うことができるとともに、排熱フ
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ァンを駆動する駆動モーターは、第２吸気通風路吸気口から第２吸気通風路を介して排熱
ファン吸気部に導入される空気で第１通風路の高温の排熱にさらされないように冷却され
るので、第２吸気通風路吸気口の配設位置を、本体内の空気温度の低い場所あるいは本体
外から空気を取り入れることができる場所に設定することにより、駆動モーターを効率良
く冷却することができるものである。
【発明の効果】
【０００８】
　本発明の誘導加熱調理器は、本体内の空気を排熱ファンで吸入し外部排気口から排出し
て冷却を行うとともに、排熱ファンを駆動する駆動モーターを排熱の影響を抑制して効率
良く冷却することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００９】
　第１の発明に係る誘導加熱調理器は、本体の上面を覆い本体外殻を形成するトッププレ
ート下方に設けた加熱コイルと、前記本体外殻に設けられた外部排気口と、一端は前記本
体内に繋がり他端は前記外部排気口に繋がりかつフランジ面の外周部に翼列を配し排熱フ
ァン吸気部から空気を吸引する遠心型の排熱ファンを内蔵する第１通風路と、前記排熱フ
ァンを駆動する駆動モーターと、を備え、前記第１通風路は吸排気仕切り板によって一方
の側が第１吸気通風路となり、反対側が排気通風路となるように仕切られるとともに、前
記第１吸気通風路と前記排気通風路を繋ぐため前記吸排気仕切り板に設けた開口部に前記
排熱ファン吸気部を対向させかつ前記フランジ面にフランジ開口を設け、前記排気通風路
の側で駆動モーターの軸方向に第２吸気通風路を形成する筒状のモーター収納ダクトを設
けることにより、一端は前記排熱ファン吸気部に繋がり他端は第２吸気通風路吸気口が形
成されかつ前記駆動モーターを内蔵する第２吸気通風路を有し、前記駆動モーターが前記
排熱ファンを駆動すると前記第２吸気通風路吸気口から前記第２吸気通風路に導入され、
前記フランジ開口及び前記排熱ファン吸気部を介して前記第１通風路から排出される空気
が前記駆動モーターを冷却することにより、本体内の高温の排熱は、第１通風路を経路と
して排熱ファンにより強制的に外部排気口から排出されるので、本体内の空気を第１通風
路吸気口から吸入し第２吸気通風路排気口を介し外部排気口から排出して冷却を行うこと
ができるとともに、排熱ファンを駆動する駆動モーターは第２吸気通風路吸気口から第２
吸気通風路を介して排熱ファン吸気部に導入される空気で第１通風路内の高温の排熱にさ
らされないように冷却されるので、第２吸気通風路吸気口の配設位置を、本体内の空気温
度の低い場所あるいは本体外から空気を取り入れることができる場所に設定することによ
り、駆動モーターを効率良く冷却することができる。
【００１３】
　また、第１通風路は、吸排気仕切り板によって一方の側が第１吸気通風路となり、反対
側が排気通風路となるように仕切られるとともに、前記第１吸気通風路と前記排気通風路
を繋ぐため前記吸排気仕切り板に設けた開口部に、遠心型の排熱ファン吸気部を対向させ
かつフランジ面にフランジ開口を設け、前記排気通風路の側で駆動モーターの軸方向に第
２吸気通風路を形成する筒状のモーター収納ダクトを設けてなることにより、第１通風路
の第１吸気通風路と排気通風路が隣接するとともに、遠心型の排熱ファンを第１吸気通風
路と排気通風路の連結部に排熱ファン吸気部を対向させることで第１通風路を薄型化でき
、さらに筒状の第２吸気通風路を軸方向に設けているのでコンパクトな構成で駆動モータ
ーを軸方向に沿ってその冷却風を導入することができる。
【００１４】
　第２の発明は、特に、第１の発明の誘導加熱調理器において、排熱ファンは、駆動モー
ターの軸に嵌合するボスと、前記ボスに連結するフランジ面と、を有し、前記フランジ面
において前記ボスの近傍に排熱ファン吸気部と第２吸気通風路に繋がるフランジ開口を設
けて成ることにより、第２吸気通風路吸気口からフランジ開口に連通する第２吸気通風路
の流れを、駆動モーターの軸受け部および駆動モーターの軸表面に近接することができ、
駆動モーターの軸および軸根元の軸受け温度を低減することができる。
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【００１５】
　第３の発明は、特に、第２の発明の誘導加熱調理器において、フランジ面は、翼列の形
成された部分の内側において駆動モーター側に対して凹状となるように湾曲させた凹状部
を有し、駆動モーターを前記凹状部に埋まり込むように構成したことにより、排熱ファン
の薄型化を図ることができることに加え、湾曲させたフランジ面により第２吸気通風路が
駆動モーターの排熱ファン側外形や軸に沿いやすくなり、駆動モーターの軸および軸根元
の軸受け温度の低減効果を高めることができる。また、第２吸気通風路がフランジ面にも
沿いやすくなって排熱ファンの温度低減が図られ、加えて、フランジ面が湾曲することで
第２吸気通風路の通気抵抗が低減され、排熱ファンユニットの性能低下を抑えることがで
きる。
【００１６】
　第４の発明は、特に、第２または３の発明の誘導加熱調理器において、フランジ面をボ
ス近傍において第１吸気通風路側に突出させ、前記ボスが前記フランジ面に対し駆動モー
ター側に突出するように形成されてなり、前記ボスの第２吸気通風路に臨む長さが、前記
フランジ面が前記ボス近傍において前記第１吸気通風路側に突出しない場合よりも増える
ように構成したことにより、ボスが第２の通気にさらされ部分が増加し、ボスに嵌合して
いる軸および軸根元の軸受け温度を低減する効果を高めることができる。
【００２１】
　以下、本発明の実施の形態について、図面を参照しながら説明する。なお、この実施の
形態によって本発明が限定されるものではない。
【００２２】
　（実施の形態１）
　図１から図４は、本発明の第１の実施の形態における誘導加熱調理器を示す。図１は、
本実施の形態における誘導加熱調理器の構成を示す分解斜視図であり、図２は、ロースタ
ー３２部分を通る縦断面図であり、図３は、排熱ファンユニット３７近傍の要部拡大断面
図であり、図４は、吸い込みガイド３９と吸排気仕切り板４０を取り外した状態での排熱
ファンユニット３７の正面図で、排熱ファンケーシング４２内における風の流れを示す。
【００２３】
　図１において、調理器本体２１はキッチンのキャビネット２２の天面に設けた開口２３
に上から落とし込んで組み込まれている。本体２１の上面は結晶化セラミックを素材とし
たトッププレート２４の周囲をプレート枠２５で囲んで覆われている。トッププレート２
４には加熱部２６ａ、２６ｂ、２６ｃが印刷により表示されている。トッププレート２４
後方で本体２１後部の部分には外部吸気口２７および外部排気口２８を設けている。加熱
部２６ａ、２６ｂ、２６ｃに対応する本体２１内部には誘導加熱手段を構成する加熱コイ
ル２９ａ、２９ｂと、加熱コイル２９ａ、２９ｂ後方に電気抵抗発熱式加熱手段であるラ
ジェントヒーター３０が配されている。
【００２４】
　左側の加熱コイル２９ａの下方には、魚などを加熱する加熱庫であるロースター３２が
破線で示すように配され、仕切り板３１がロースター３２の熱が上方に及びにくくするた
めの遮熱板として両者の間に上下を仕切るように設けられている。仕切り板３１とロース
ター３２の上面に断熱のため隙間が設けられる。仕切り板３１の上に加熱コイル２９ａが
ばねを介在させ載置される。加熱コイル２９ａはばねによりトッププレート２４に裏面に
押し当てられる。仕切り板６６が、仕切り板３１とほぼ同じ高さで、吸気ファン３４の外
殻を形成する吸気ファンケース３４ａ、ロースター３２、本体外殻右側面６７、及び本体
外殻前面６８で囲まれる空間の上方を仕切るように設置される。仕切り板３１の上に加熱
コイル２９ｂがばねを介在させ載置される。加熱コイル２９ｂはばねによりトッププレー
ト２４の裏面に押し当てられる。ロースター３２の右横側には、内部仕切り板６１が、ロ
ースター３２の右側面との間に隙間を介在させて設けられている。左側に位置する内部仕
切り板６１と、上方に位置する仕切り板６６とで仕切られた空間内に、制御回路３３ａ、
３３ｂとが積層されて収納される。
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【００２５】
　上述のようにロースター３２の右側方でかつ右の加熱コイル２９ｂの下方には、加熱コ
イル２９ａ、２９ｂの電源回路である制御回路３３ａ、３３ｂが配される。制御回路３３
ａ、３３ｂの後方に本体２１外部の空気を吸い込む遠心型の吸気ファン３４を上下に２個
配置している。
【００２６】
　図３に示すように、仕切り板３１の上には、吸気ファン３４から遠い側である本体外殻
左側面６９近くに沿って集熱ダクト３５を配し、集熱ダクト３５には分散して集熱開口３
６を配置して外部排気口２８側の加熱コイル２９ａ下の空間を通過した後の熱い空気を吸
い込む。仕切り板３１の後部で外部排気口２８の近傍には仕切り板吸気口３１ａが形成さ
れており、集熱ダクト３５内に設けられている。集熱ダクト３５内部の空間は、ロースタ
ー３２の後方の空間に配置した排熱ファンユニット３７内に形成された第１通風路４９の
吸気口である第１排熱ファン吸気口３８と繋がっている。
【００２７】
　排熱ファンユニット３７は、吸込みガイド３９と、吸排気仕切り板４０と、排熱ファン
４１と、排熱ファンケーシング４２と、駆動モーター４３と、モーター収納ダクト４４か
ら成る。排熱ファン４１は、フランジ面４５の外周部に複数の翼列４６をフランジ面４５
に対して垂直に配した遠心型ファンの一種であるシロッコ型ファンである。フランジ面４
５は、断面形状が、翼列４６の形成された部分の内側において、駆動モーター４３側に対
して凹状となるように湾曲させた凹状部４５ａを有している。駆動モーター４３は、凹状
部４５ａに埋まり込むようにはめ込まれている。フランジ面４５には、排熱ファン４１の
駆動モーター４３の軸５７に嵌合するボス４７が形成される。ボス４７に近接するフラン
ジ面４５の部分にフランジ開口４８を設けている。
【００２８】
　集熱ダクト３５によって第１排熱ファン吸気口３８に導かれた、加熱コイル２９ａ、２
９ｂあるいは、ラジェントヒーター３０を通過した後の熱い空気は、吸込みガイド３９と
吸排気仕切り板４０を通って排熱ファン４１によって吸引される。この通気経路を第１通
風路４９と称する。一方、駆動モーター４３後方部分になる本体の外殻後面５２には、第
２排熱ファン吸気口５０を設けている。本体２１外部の空気は、第２吸気通風路吸気口で
ある第２排熱ファン吸気口５０、駆動モーター４３外面とフランジ面４５との隙間、そし
てフランジ開口４８を通り、排熱ファン吸気部４１ａから排熱ファン４１によって吸引さ
れる。この通気経路を第２吸気通風路５１と称する。
【００２９】
　第２吸気通風路５１を通過する空気は、本体２１外から導入された空気であり、本体２
１を設置するキャビネット２２の内部から吸気する。一方、第１通風路４９を通過する空
気は、加熱コイル２９ａ、２９ｂまたはラジェントヒーター３０を通過した後の熱い空気
である。従って、第２吸気通風路５１で吸引される空気の方が第１通風路４９で吸引され
る空気より低温となる。
【００３０】
　第２吸気通風路５１の断面積は、第２排熱ファン吸気口５０や、駆動モーター４３外面
とフランジ面との隙間を狭めることにより、第１通風路４９の断面積よりも狭くしている
。従って、第１通風路４９は第２吸気通風路５１よりも多くの通気量を得て主の通気路と
なり、第２の通気路５１は従の通気路となる。
【００３１】
　排熱ファン４１は、フランジ面４５の外周部に翼列４６を垂直に配したシロッコ型ファ
ンであるが、排熱ファン４１の駆動モーター４３が翼列４６によって形成される排熱ファ
ン４１の厚みの中に埋まり込むように、駆動モーター４３を翼列４６の内側に収納すると
ともに、フランジ面４５が駆動モーター４３の外面を覆うよう湾曲している。
【００３２】
　また、フランジ面４５に対しボス４７は、駆動モーター４３側に突出するようフランジ



(6) JP 4525535 B2 2010.8.18

10

20

30

40

50

面４５とボス４７とを連結し、ボス４７の一部が第２吸気通風路５１側に臨む構成とし、
ボス４７の第２吸気通風路５１にさらされる部分を多くしている。フランジ面４５の湾曲
した凹状部４５ａには、駆動モーター４３の軸５７に嵌合するボス４７に近接する部分に
フランジ開口４８を設けている。
【００３３】
　本体２１を設置するキャビネット２２は上面に開口２３があり、本体２１を落とし込ん
で設置している。第２排熱ファン吸気口５０は本体２１の外殻後面５２に設けているので
、第２吸気通風路５１の吸気は、本体外であるキャビネット２２内から吸気する。
【００３４】
　排熱ファン４１の駆動モーター４３は略水平に配置されており、軸５７は前後方向に向
いている。駆動モーター４３は排熱ファン４１の厚みの中に埋まり込むように構成してい
るので、駆動モーター４３の後ろ部分に配置した第２排熱ファン吸気口５０の位置は、本
体２１の外殻底面２１ａよりも上の外殻後面５２に設けられている。
【００３５】
　本体２１の外殻後面５２の下部は、本体２１をキャビネット２２の開口２３に設置する
祭、本体２１の前面側を先に入れ、後方側を回転させながら設置するときに、キャビネッ
ト２２に当たるのを避けるため、本体外形角部をカットするような傾斜面５３となってい
る。そして、第２排熱ファン吸気口５０の少なくとも一部である下部分が、本体２１外殻
後面２２を避けた位置である傾斜面５３にかかっている。
【００３６】
　図２に、本体２１がキャビネット２２の開口２３に落とし込まれて設置されている場合
の断面図を示す。図において、家屋の壁面に近い位置に配した第１の奥壁５４の前方に空
間５４ａを設け、水道や電気などの配管５５を収納するために、空間５４ａを隔てて、手
前に第２の奥壁５６を設け、キャビネット２２の開口２３後部２３ａと第２の奥壁５６と
が近接する場合を示している。
【００３７】
　なお、駆動モーター４３において、軸５７は排熱ファン４１のボス４７と嵌合し、軸５
７は駆動モーター４３の内部において、軸受け５８により保持されている。
【００３８】
　以上のように構成された誘導加熱調理器について、以下その動作、作用を説明する。
【００３９】
　排熱ファンユニット３７は、加熱コイル２９ａ、２９ｂを通過した後の熱い空気を、集
熱ダクト３５を通じ、第１排熱ファン吸気口３８を通る第１通風路４９が主となり、本体
２１外から第１通風路４９を通じる空気よりも低温の空気を吸う、第２排熱ファン吸気口
５０を通る第２吸気通風路５１が従となって、駆動モーター４３によって回転する排熱フ
ァン４１で吸引する。
【００４０】
　これにより、第１排熱ファン吸気口３８から熱い空気を吸い込む第１通風路４９とは別
に、第２排熱ファン吸気口５０から吸う第２吸気通風路５１の空気は排熱ファン４１の駆
動モーター４３を通過し、排熱ファン４１により吸引される。これにより、第１通風路４
９から吸引される熱い排熱に近接し、さらに自己発熱が加わるため、特に温度上昇を抑制
する必要がある排熱ファン４１の駆動モーター４３の温度上昇を抑制することができ、駆
動モーター４３の破損や寿命低下などの信頼性低下を改善することができる。
【００４１】
　また、第２排熱ファン吸気口５０と排熱ファン４１を収納する排熱ファンケーシング４
２との間は、その内部に排熱ファン４１の駆動モーター４３を収納したモーター収納ダク
ト４４として連結しているので、モーター収納ダクト４４の中を第２排熱ファン吸気口５
０から吸い込んだ空気流である、第２吸気通風路５１となり、第２排熱ファン吸気口５０
から吸う空気が、確実に駆動モーター４３の表面を通過して排熱ファン４１により吸引さ
れるので、駆動モーター４３の冷却性能が高まって、駆動モーター４３の温度上昇抑制す
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る効果を高めることができ、駆動モーター４３の破損や寿命低下などの信頼性低下をさら
に改善することができる。
【００４２】
　また、排熱ファン４１を構成するフランジ面４５には、排熱ファン４１の駆動モーター
４３に嵌合するボス４７に近くまでフランジ開口４８を設けているので、第２排熱ファン
吸気口５０に繋がるモーター収納ダクト４４内部の第２吸気通風路５１を流れた空気をフ
ランジ開口４８に連通し、排熱ファン４１に吸引される。
【００４３】
　これにより、第２排熱ファン吸気口５０からフランジ開口４８に連通する第２吸気通風
路５１の流れを、駆動モーター４３の軸受け５８および軸５７表面に近接することができ
、駆動モーター４３の軸５７および軸受け５８の温度を低減することができる。
【００４４】
　また、排熱ファン４１をフランジ面４５の外周部に翼列４６を配したシロッコ型ファン
とし、排熱ファン４１の駆動モーター４３が翼列４６によって形成される排熱ファン４１
の厚みに埋まり込むように、駆動モーター４３を翼列４６内側に収納するとともに、フラ
ンジ面４５が駆動モーター４３の外面を覆うよう湾曲している。
【００４５】
　これにより、駆動モーター４３と排熱ファン４１とが厚さ方向に重なるので、排熱ファ
ンユニット３７の薄型化を図ることができることに加え、湾曲したフランジ面４５により
第２吸気通風路５１が駆動モーター４３の外形や軸５７に沿いやすくなり、駆動モーター
４３の軸５７および軸５７根元の軸受け５８の温度低減効果を高めることができる。また
、第２吸気通風路５１がフランジ面４５にも沿いやすくなり、排熱ファン４１も温度低減
が図られ、加えて、フランジ面４５が湾曲することで第２吸気通風路５１の通気抵抗が低
減され、排熱ファンユニット３７の送風性能低下を抑えることができる。また、風切り音
による騒音を低減できる。
【００４６】
　また、軸５７と嵌合するボス４７を、排熱ファン４１のフランジ面４５に対し、駆動モ
ーター４３側に突出するようフランジ面４５とボス４７とを連結し、ボス４７の一部が第
２吸気通風路側５１に臨む構成となっているので、フランジ開口４８に達する直前でボス
４７が第２吸気通風路５１内を流れる通気にさらされ、ボス４７に嵌合している軸５７お
よび軸５７根元の軸受け５８の温度をさらに低減する効果を高めることができる。
【００４７】
　また本体２１を、上面に開口２３を設けたキャビネット２２に設置し、第２排熱ファン
吸気口５０を駆動モーター４３に近接した本体外面後部５２に設け、本体２１の外部から
第２吸気通風路５１に吸気している。
【００４８】
　第２吸気通風路５１の通気は、第２排熱ファン吸気口５０からキャビネット２２の内部
から空気を吸い込むので、本体２１の排気空気近い高温になった、第１排熱ファン吸気口
３８から吸い込む第１通風路４９の通気よりも温度を低くして、本体２１の排気空気より
も温度が低いものとして排熱ファンユニット３７とその構成する部品である駆動モーター
４３などの温度低減を図る。また、第２排熱ファン吸気口５０からキャビネット２２内の
空気を吸気することにより、キャビネット２２内の熱気を吸引することになり、キャビネ
ット２２内の温度低減を図ることができる。
【００４９】
　また、排熱ファン４１の駆動モーター４３の軸５７を横向きとすることで、軸５７の中
心は本体２１の外殻底面２１ａを向かないので、第２排熱ファン吸気口５０は本体２１の
外殻底面２１ａよりも上の面である外殻後面５２に設けてある。本体２１をキャビネット
２２に設置した状態で、キャビネット２２内の収納部である本体２１の下に種々のものが
収納され、収納スペースが一杯になったり、薄紙フィルムのような膜状の軟らかいものが
収納された場合でも、第２排熱ファン吸気口５０は容易に塞がれることがない。また、キ
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ャビネット２２内の収納部である本体２１の本体底面２１ａよりも上の位置で、排熱ファ
ンユニット３７がキャビネット２２内の空気を吸うので、温度が高いほど上方に上がる空
気を吸うことになり、キャビネット２２内収納部の温度低減を図りやすくなる。
【００５０】
　さらに、本体２１の外殻後面５２の下部の、本体外形角部をカットするような傾斜面５
３に、第２排熱ファン吸気口５０の少なくとも一部（実施の形態では半分程度）が、傾斜
面５３にも設けられている。本実施の形態のキャビネット２２の構成は、開口２３の後部
２３ａのキャビネット２２内部奥壁５６が、家屋の壁面に近い位置に配した第１の奥壁５
４の前方に空間を設け、水道や電気などの配管５５を収納した手前に第２の奥壁５６を設
け、キャビネット２２の開口２３後部２３ａと第２の奥壁５６とが近接する場合である。
【００５１】
　このようなキャビネット構成の場合、外殻後面５２は第２の奥壁５６と近接し、祭２の
排熱ファン吸気口５０が塞がれやすいが、第２排熱ファン吸気口５０の少なくとも一部が
傾斜面５３に設けられ、外殻後面５２を避けた位置にもかかるように設けられているので
、第２排熱ファン吸気口５０は少なくとも一部分がキャビネットの後ろ壁と離れる。これ
により、第２排熱ファン吸気口５０全体が塞がれてしまうことを避けることができ、排熱
ファンユニット３７を構成する部品である駆動モーター４３の自冷効果を確保することが
できる。
【００５２】
　（実施の形態２）
　図５、図６は、本発明の第２の実施の形態の誘導加熱調理器の分解斜視図および、トッ
ププレート２４を除去した場合の平面断面図を示すものである。
【００５３】
　実施形態１で述べた構成とは、第２排熱ファン吸気口６２と第２吸気通風路６４の構成
が異なるもので、他の構成は共通のものである。
【００５４】
　制御回路３３ｂを収納するスペースを本体２１内で確保するために設けた内部仕切り板
６１には、吸気ファン３４の左方でラジェントヒーター３０の後方部分の外殻後面５２に
沿う位置に、第２排熱ファン吸気口６２を設けている。第２排熱ファン吸気口６２とモー
ター収納ダクト４４との間を自冷吸気ダクト６３で連結し、自冷吸気ダクト６３の内側は
排熱ファン４１に吸引される空気が流れ、第２吸気通風路６４となる。自冷吸気ダクト６
３は、本体２１内に備える加熱庫であるロースター３２の後方に、空間を保って外殻後面
５２に設けられている。
【００５５】
　第２排熱ファン吸気口６２を通る第２吸気通風路６４の冷却風の流れは、吸気ファン３
４が本体２１外から吸った空気が制御回路３３ｂ内を通過する途中で一部がラジェントヒ
ーター３０の下方に分岐して、第２排熱ファン吸気口６２に達する。第２排熱ファン吸気
口６２には、自冷吸気ダクト６３とモーター収納ダクト４４で繋がった排熱ファン４１に
よる吸引力が生じており、これが第２吸気通風路６４となる。
【００５６】
　第２吸気通風路６４は、加熱コイル２９ａ、２９ｂ（図示せず）およびロースター３２
に達する前であり、制御回路３３ｂを通過途中の、ロースター３２に対して外部吸気口側
である吸気ファン３４の送風が通過し、排熱ファン４１の駆動モーター４３を自冷する。
【００５７】
　これにより、本体２１内で発生する熱で熱くなった空気を吸引して本体２１外に送り出
す作用をする排熱ファン４１を動作する駆動モーター４３は、発熱部分であるロースター
３２の動作の有無による熱影響が少ない冷却風を第２吸気通風路として吸い込むことがで
き、本体２１の使用状態に関わらず駆動モーターの温度上昇を抑えることができる。
【産業上の利用可能性】
【００５８】
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　以上のように、本発明にかかる加熱調理器は、本体内の空気を排熱ファンで吸入し外部
排気口から排出して冷却を行うとともに、排熱ファンを駆動する駆動モーターを排熱の影
響を抑制して効率良く冷却することができるので、流し台などのキャビネットへの組み込
み型に止まらず、据え置型や卓上型などの誘導加熱調理器においても、本体内の冷却性能
の向上または、本体周囲の熱気低減の目的にも適用できる。
【図面の簡単な説明】
【００５９】
【図１】本発明の実施の形態１における誘導加熱調理器の分解斜視図
【図２】本発明の実施の形態１における誘導加熱調理器の縦断面図
【図３】本発明の実施の形態１における誘導加熱調理器の要部断面図
【図４】本発明の実施の形態１における誘導加熱調理器の部分拡大図
【図５】本発明の実施の形態２における誘導加熱調理器の分解斜視図
【図６】本発明の実施の形態２における誘導加熱調理器の平面断面図
【図７】従来例における誘導加熱調理器の縦断面図
【符号の説明】
【００６０】
　２１　本体
　２１ａ　外殻底面
　２２　キャビネット
　２４　トッププレート
　２６ａ、２６ｂ、２６ｃ　加熱部
　２７　外部吸気口
　２８　外部排気口
　２９ａ、２９ｂ　加熱コイル
　３２　ロースター（加熱庫）
　３３ａ、３３ｂ　制御回路
　３４　吸気ファン
　３６　集熱開口（第１通風路吸気口）
　３７　排熱ファンユニット
　３８　第１排熱ファン吸気口（第１通風路吸気口）
　４０　吸排気仕切り板
　４１　排熱ファン
　４１ａ　排熱ファン吸気部
　４２　排熱ファンケーシング
　４３　駆動モーター
　４４　モーター収納ダクト
　４５　フランジ面
　４５ａ　凹状部
　４６　翼列
　４７　ボス
　４８　フランジ開口
　４９　第１吸気通風路（第１通風路）
　４９ａ　排気通風路（第１通風路）
　５０　第２排熱ファン吸気口（第２吸気通風路吸気口）
　５１　第２吸気通風路
　５２　外殻後面
　５７　軸
　６２　第２排熱ファン吸気口（第２吸気通風路吸気口）
　６３　自冷吸気ダクト（第２吸気通風路）
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